
 

 

PITTCON CONFERENCE ＆ EXPO 2015 でポスター発表 

2015年3月8日から12日にアメリカ、ルイジアナ州、ニューオーリンズで開催されたPITTON 

CONFERENCE & EXPO 2015 に参加し、研究成果を発表した。本学会は、分析科学の研究を中心

とした分野で世界最大規模の学会であり、世界各国から多くの研究者や機器メーカーが参加

し、議論が行われていた。 

私は、「LC-MS メタボロミクスフィンガープリント法を用いた粉ミルクの品質管理に関する

研究」と題して、粉ミルクのフードディフェンスを目的とした統計解析の手法を用いた評価

法の構築について、ポスター発表を行った。初めての国際学会での英語によるプレゼンテー

ションにとても不安を感じていたが、私の拙い英語の説明に幾人かの方が熱心に耳を傾けて

くださり、有意義なディスカッションを行うことが出来た。しかし、上手く伝えることが出

来ない内容もあったので、自分の研究や思いを更に深く理解してもらうためにも、英語力の

向上が必要であると感じた。 

今回、このような国際学会での発表という貴重な経験をさせていただけたことに心から感

謝すると共に、この経験を糧として今後も精進したい。 
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